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1. 背景 

大気圧プラズマ中では，高いエネルギーを持つ

電子が原子や分子を励起・電離させる事により，

反応性の高い粒子の生成が行われている(1)
 ．その

中には，活性酸素や OH ラジカル，さらにはオゾ

ンのような，いわゆる酸化剤の生成も豊富に行わ

れており，酸化に対する化学反応を促進する効果

が期待されている．従来の研究では，銅に大気圧

プラズマを照射することで，酸化被膜を形成し，

光の干渉作用により発色効果を得られる事が確認

されている．(2) 一方で，発色作用は大気圧プラズ

マ生成時に生成された酸化剤の量に依存し，プラ

ズマ生成に投入した電力との関係が重要である．

そこで本研究は，金属の発色作用と大気圧プラズ

マの関係を明らかにするために，プラズマに投入

した電力と発色効果の関係を評価することを目的

とする． 

2. 実験方法 

本実験装置はインバータ電源，電極，誘電体(ア

ルミナ)で構成されており，大気圧プラズマ生成法

には誘電体バリア放電を採用し．サンプルである

銅板に対して照射を行う．プラズマの生成条件と

して印加電圧 15 kVp-p，電源周波数 45 kHzとし，

バッファガスにはヘリウムを 5 l/min流しながら実

験を行った．投入電力の依存性を明らかにするた

め，ターゲットから電極までの距離を 15~5mm ま

で 2.5mm刻みで変化させ，投入電力を変化させて

照射を行った．また，その時に生成される酸化剤

の量を調べるため，プラズマの発光を分析し，比

較する事で評価を行った． 

3. 実験結果と考察 

 投入電力を変化させた場合の発光スペクトルを

図１に示す．投入電力の増加に伴って発光強度が

大きくなる事が分かる．酸化剤である活性酸素や 

 

 

 

酸素イオンの発光強度の総量を各投入電力に対し

て比較すると，投入電力が 4.5Wの場合 2.7Wの約

3.5 倍大きくなっている事が明らかになった．ま

た，銅板表面色を確認した結果，投入電力が増加

するほど酸化促進作用が大きい事を確認した．こ

れらの結果より，プラズマに投入する電力を増加

させると，酸化剤の生成量が増加し，酸化被膜の

成長を促進することがわかった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 誘電体バリア放電の発光スペクトル 

4. まとめ 

 本研究では，大気圧プラズマ照射による金属の

発色作用と投入電力の関係について検討を行っ

た．その結果，投入電力の増加に伴い酸化が促進

されることを確認した．発光スペクトルから，投

入電力が大きくなると酸化を促す酸化剤の生成量

が増加し，酸化被膜の生成に対して効果的である

ことが分かった． 

 本研究は JSPS 科研費 25630106 の助成を受け

たものである． 
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